近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１４クール日報（３月１６日～３月２２日）
	報告日
天気
	３月１８日（月）
曇りのち晴れ
（気温：２度～８度）
	報告者
	兵庫県社協　久保
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１４クール：吉村、芦谷、大江、大西、熊代、南、沖野、粟田、田淵、久保

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:45 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:15 ボランティア送り出し完了
（矢田郷、御祓）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:30 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾美術館（２日目）

	
	17:30 終礼
18:00 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V84名（延べ117名）、現地調査18件（一般15件、現場系1件、キャンセル2件）ニーズ対応26件（うち完了25件、継続1件）］
●マッチング担当
・ニーズ対応完了件数を伸ばすことができた。各グループに3件のニーズをマッチングしたが、午前中に3件すべて完了したグループが複数あった。
・ボランティア送り出しは、仮仮置き場担当のボランティアに当初予定していなかったニーズに対応してもらったこともあり、時間を要した。
・これまで運転ボラには説明資料を配布していなかったが、明日以降は配布。また車のカギも直接の手渡しに人員を割かれていたので、椅子に置くなどで送り出しの効率化を図る。
・昨日ボランティアより提供のあった写真データに関して、依頼者本人より問い合わせがあった。写真データがSNS等などの外部に流出しないか心配なので必ず削除してほしいとの要望。写真はバディコムで撮影され、ボランティア個人のスマートフォンでは一切撮影されていないこと、ボラセンに提供があった写真データはすべて削除することをご本人はお伝えした。訪問先のプライバシーを守るため、写真撮影などの取り扱いは細心の注意を払うよう、ボランティアに呼び掛ける必要がある。
●資材担当
・早期帰着したチームに資材の清掃等も依頼できた。
・活動先から物品を預かったボランティアがいたが、預かり不可のため、今後は丁重にお断りする。ボランティアに対する全体オリテ時に共有するのも良い。
●現地調査担当
　・Ｖコーディネーターの数が少ない中でも多くの件数をこなすことが出来た。その一方で判断に悩むことも多くあった。
●仮仮置き場担当
・家電や金属、壁材、石膏ボードなど、和倉に送らないといけない災害ゴミが多く残っている状況。
・２ｔトラックには、運転手に加えて搬入搬出の補助をするサポート役も必要。

	今後の主な予定
	●明日3/19（火)の動き
・仮仮置き場の撤収日。持っていくものと仮置き場の待ち時間を算段しながら、またボランティアの数も手厚くして撤収作業を行う。
・3/20（水）からの関東Bブロック3名派遣受け入れに向けた最終調整。

	調整課題・所感等
	・テント村の募集状況を七尾市社協に確認したところ、テント村第1クールと第2クールは定員100名集まったことが分かった。テント村ボラには県ボラ同様、8時45分にボラセンに来てほしいと伝達されており、一度に最大140名が会場に集まる。25日（月）からテント村の運用がはじまるが、倍の人数が集まるため25日を見据えて、ボラセンのレイアウトやボランティアの導線の変更が必要である。
・現在未対応ニーズが800件以上あり、1日平均30件のニーズ対応を目指したいという七尾市社協の意向あり。またニーズが継続となっても、ボランティアが足を運ぶ訪問先を増やしたいとのこと。

	その他
	・特になし



